
学習指導要領
学びに向かう力・人間性等の涵養
生きて働く知識・技能の習得
思考力・判断力・表現力等の育成
東京都教育委員会

互いの人格を尊重し、思いやりと規範意識のある人

間

社会の一員として、社会に貢献しようとする人間

自ら学び考え行動する、個性と創造力豊かな人間の

育成

三鷹市教育委員会

「人間力」と「社会力」を主体的に発揮できる子どもた

ちの育成

三鷹のこれからの教育を考える研究会 最終報告

【学園】
豊かな心をもち、地域とともに生き、人間力･社会力にあふれ、国際社会に
貢献する児童･生徒の育成をめざす。
【学校】
国際社会における豊かな人間関係をめざし、生涯にわたる学習の基礎・
基本を身に付けた子どもを育てる。
　 ○ゆたかな心をもつ子ども
　　　【互いの人権を尊重し、自己の生活の向上に主体的に取り組む力】
 　○すすんで学ぶ子ども
　　　【自ら問題を見出し、協働的に解決を図る力】

 　○健康でたくましい子ども

　　【力強く、生き生きと生きる力】

学　力
「分かる！できる！」を追究し、自らの学び
を深める。
人間力
相手の気持ちを理解しながら、「ともにより
よく生きる」ための努力をする。
社会力
集団の中で自分の役割を自覚し、責任を
果たそうと真面目に取り組む。

令和７年度　学力向上を図るための全体計画
東三鷹学園三鷹市立第一小学校

関係法規・市教委教育目標 学校教育目標 児童の実態、期待される児童像

総合的な学習の時間で身に付ける「学力」の重点 特別活動の指導の重点
・生き方教育、情報教育や情
報モラル教育、地域学習等の
充実を図り、生きる力を養う。
・キャリア・アントレプレナー
シップ教育の取り組みを通し
て児童に地域の一員としての
意識を育て、自己有用感を高
めるとともにチャレンジ精神を
養う。

・ザ・イースト・ホークス（TEH)として、代表
委員と生徒会役員を中心とした学園３校の
交流活動を工夫して進める。学園のきまり
を見直す機会を設ける。また児童・生徒の
主体的な交流活動を工夫し、学園としての
一体感を高める。
・学級活動、児童会活動、クラブ活動、学
校行事の実践を通して自主的に参加する
態度を育てるとともに、集団の一員として
の自覚をもって協力して行動する児童を育
てる。

「分かる・できるを実感し、自ら学びに向かう力」

「何事にもすすんでかかわり、自分の考えをもち、他
の考えを取り入れ、さらによりよい自分の考えをもつ
力」

学力向上に関わる学校経営方針

１．「三鷹市小・中カリキュラム」に沿って作成した「東三鷹学園版カリキュラム」に基づき、「主体的・対話的で深い学び」の実現
にむけた義務教育の9年間の連続性と系統性のある学習のさらなる充実

２．個別最適な学びの充実、ICT機器等を活用した授業、全員が参加できる授業のユニバーサルデザイン化、読書活動の推進

３．学力向上のための補充学習の実施と地域・保護者との連携、学習用タブレット端末等を活用した家庭学習の工夫と徹底

教科指導の重点 本校が目指す「確かな学力」
道徳教育の指導の重点

・各教科で働かせる「見方・考え方」を明確
にして授業を行うことにより、思考力・表現
力・判断力の育成を図るとともに、主体的
に学び、自ら課題を解決しようとする能力
や態度を養う。
・基礎・基本の学力の定着を図るために、
授業のユニバーサルデザイン化、「三鷹
『学び』のスタンダード」、ICT機器等を活
用した授業や習熟度別少人数指導等の
指導の充実を図り、個別最適な学びの指
導を実施する。

・様々な体験活動を取り入れる中で児童一
人ひとりの道徳的価値の内面化を図り、道
徳的実践力を図る。
・「考え、議論する道徳」の授業を行い、指
導と評価の改善・充実を図る。また、「問題
解決的な学習」「体験的な学習」に向け指
導の改善・充実や「いじめ問題」等との関
連を図る。

進路指導の重点 生活指導の重点
・キャリア・アントレプレナーシップ教育を生かし自己理解を深
め、他者との人間関係を構築し、自分自身の生き方を考え、望
ましい職業観をもち、進路選択のできる児童を育成する。
・コミュニケーション力を鍛え、自尊感情を育み、チャレンジ精
神のある児童を育成する。

・「言葉と人権」を核にした人権教育を基本とし言語環境を整え、偏見
や差別をせずに、児童相互に思いやり協力する心を育てる。
・児童が今の学校生活を振り返り、よりよくしていこうとする自主的な
活動の機会を作り、自分たちの力で学校生活を改善していこうとする
態度を育成する。

本校の授業改善に向けた視点
指導内容・指導方法の工夫 教育課程編成上の工夫 校内研修・研究の工夫 評価活動の工夫 家庭や地域社会との連携の工夫

※三鷹「学び」のスタンダードより

・算数の習熟度別少人数学習による個に
応じた指導の充実
・相互乗入れや学園カリキュラムの実施
による学園の小・中一貫教育の充実
・ICT・学習用タブレット端末等を活用した
個別最適な学びと協働的な学びの保障
・授業のユニバーサルデザイン化を重視
した授業展開の充実
・一部教科担任制と補充学習の充実
・話を集中して聞くことや自分の考えを
ノートに記録することなどの学力の基本と
なる学習習慣の徹底
・国・市の学力調査、意識調査の結果を生
かした指導を行う。

・授業時数の確保、効果的な行事等
の設定による学習指導の徹底
・各教科と総合的な学習の時間、特
別活動や学校行事等の相互の横断
的な視点によるカリキュラム・マネジ
メント
・プログラミング教育の視点による各
教科の年間指導計画のカリキュラ
ム・マネジメント
・「東三鷹学園版カリキュラム」にお
ける「地域とつながる」ことを視点とし
たカリキュラム・マネジメント
・「東三鷹学園スタンダード」（キャリ
ア・パスポート）を活用した９年間を
見通した学力・人間力・社会力の
キャリアアップ

・校内研究における「分かる！できる！を実
感し、自ら学びを深める子の育成」の実現に
向け、教育環境や学びの基本姿勢を整え、
思考力・判断力・表現力を高められるような
授業づくりを追究していく。特に説明文の指
導法について研鑚を深める。
・学園研究における「思いを表現し、学びを
深める子どもの育成」の実現に向け、自分
の考えや思いを多様な形で表現し、それら
の学びを深めることができるような授業づく
りを学園の教員が連携して追究する。
・月に２～３回、木曜日に15分間OJTミニ研
修やグループワークを行い、授業づくりや学
級経営について学ぶ。

・学力向上を図るための評価計画、
評価規準の共通理解及び適正な実
施
・学習用タブレット端末を活用した児
童による授業評価の実施
・実施した評価の集計・分析・改善策
の明示、コミュニティ・スクール委員
会評価部による実施分析
・国・市の学力調査の結果をもとにし
た授業改善の推進

・CS委員会との協働による「社会に開かれた教育
課程」の実現に向けた取組推進によるスクール・コ
ミュニティの創生
・学習用タブレット端末を活用し家庭と連携した学
習の充実
・「東三鷹学園スタンダード」を活用した「学校・家
庭・地域」が一体となったキャリア教育
・サポート隊や地域の人財との協働により地域や
家庭と連携した体験的な活動や個別最適な課題に
沿った学習の充実
・「みたか地域未来塾」スタッフや学生ボランティア
の活用による補充学習の充実
・学校三部制１部、２部の条件整備推進

・分からないことはそのままにせ
ず、自分から質問したり、復習をし
たりできる環境づくりの充実(※)

毎週金曜日や夏季休業中の宿題として全校
一斉にAIドリルや東京BDに取り組み、児童
の基礎力向上に努める。

・「あいさつ運動」を通して望ましい人間関
係を築く力を育成する(※)

【確かな学力】

学ぶ意欲 思考力・判断力・表現力

①自分自身の学ぶ姿勢

技能

知識・理解

問題解決能力

課題発見能力

学び方

②学ぶ内容 ③学びの方法
（ ）


